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＜No9：基準点測量＞ 

公共測量の1級基準点測量において，電子基準点のみを既知点とする観測を行った。電子基準点

Ａを既知点とし新点 Ｂの座標値を求めたい。新点ＢにGNSS測量機を設置して観測を行った後， 表 

9 の結果を用いてセミ・ダイナミック補正を適用し元期における新点ＢのＹ座標を求めるとき、次

の文の  ア  ～  ウ  に入る数値の組合せとして最も適当なものはどれか。 次 の 1 ～ 5 の

中から選べ。 

ただし， 表9の ① は平面直角座標系 (平成14年国土交通省告示第9号) における座標値で，

電子基準点Ａ及び新点ＢのＸ座標及び楕円体高は同一とする。 また，地殻変動補正パラメータから

求めたＸ軸方向及び楕円体高の補正量は考慮しないものとする。 なお，関数の値が必要な場合は、

巻末の関数表を使用すること。 

 

表9の ① 及び ③ から，今期における電子基準点ＡのＹ座標は  ア  ｍである。表9の ② か

ら，今期における新点ＢのＹ座標は  イ  ｍである。今期から元期への変換は表9の ③ と逆向

きの変換となる。 したがって，新点Ｂの元期におけるＹ座標は  ウ  ｍとなる。 

 

表9   

①  電子基準点Ａの元期におけるＹ座標 ＋10,000.000 ｍ 

②  今期における電子基準点Ａ→新点Ｂの基線ベクトルのＹ成分 －10,000.020 ｍ 

③  地殻変動補正パラメータから求めたＹ軸方向

の補正量（元期→今期） 

電子基準点Ａ ＋0.050 ｍ 

新点Ｂ ＋0.020 ｍ 

 

 ア イ ウ 

1. ＋9,999.950 －0.070 －0.090 

2. ＋9,999.950 －0.070 －0.050 

3. ＋9,999.950 －0.050 －0.070 

4. ＋10,000.050 ＋0.030 ＋0.050 

5. ＋10,000.050 ＋0.030 ＋0.010 

 

 


	解答: 


